平成２５年度第２回大阪府立学校結核対策審議会
日　　時：平成２５年１１月２１日（木） １４：００～１６：００
場　　所：府新別館北館４階　職員会議室７
出席状況：７名（西上会長、高鳥毛委員、荘田委員、土居委員、松本委員、大平委員、
篠矢委員）
事務局　　大阪府教育委員会事務局教育振興室保健体育課長　真野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任指導主事　溝端
指導主事　本田
１　開会

２　挨拶　　　大阪府教育委員会教育振興室保健体育課長
[意見、質疑応答等]　　
３　報告事項
（１）平成25年度府内公立学校での結核検診実施状況（小・中学生）について
　【事務局より説明】
　　　　昨年度の委員のご意見から、調査用紙に「経過観察者の定義」及び精密検査の検査項目に「QFT」を入れた形で９月に政令市を除く市町村教育委員会に市町村立学校小中学生の状況調査を行った。調査結果から、下記について事務局が説明。
・定期健康診断における患者発見は無いこと
　　　・精密検査要検討者数、受検者数、受検率
　　　・精検受検項目内「その他」は全て「診察」であり、「QFT」を実施している市町村　

　　　　はなかった。

（２）府内の新登録結核患者の状況について
「新登録患者数・罹患率年次推移」、
「大阪府の年齢階級別新登録小児結核患者数の推移」
により、大阪府の結核新登録患者数・罹患率について府健康医療部の大平委員が説明。
委員F：小児結核の患者数も平成21年には、非常に多かったところであるが年々減少
していると報告があった。

委員E：平成22年から横ばい状態であるが、全体的にみると減少傾向である。

委員A：海外からの帰国者や渡航者については、この資料に反映されていないのか。
委員E：医療機関から保健所に報告があがってくれば、そのような方たちも含まれる。
委員A：具体的な事例として、結核高まん延国居住歴の方の話をよく聞く。統計に反映
することができたら、今後の対策のポイントがわかるかと思うが、居住歴の
有無について分けて出すことはなかなか難しい状況なのだな。

委員E：居住地によって管轄の保健所が異なり、詳細な事例については問い合わせが必

要。本府管轄内の事案であれば把握はできるが、政令市、中核市を含む全て
の事案となると把握は難しい。

委員C：小児結核では感染源が明らかになる事が多いがどうか。

委員E：同居家族、両親が感染源となることが多い。
委員A：小児結核については、今後、全国で全件登録して、結核高まん延国居住歴との
関係等がわかればと言う議論もある。

委員E：結核の登録情報システムの情報自体が、各保健所でしかみることができない。

委員A：個人情報なので、医師に見せてほしいといっても実際は、見ることができない。
委員E：府域全体の情報をみて整理できればいいが、実際は、一例ずつ管轄の保健所に
問い合わせて聞かなければならない状況である。
委員C：政令市は、保健所が一つなので事例は全部把握することができる。
委員D：大阪府健康医療部の医師が研究事業として、小児結核について検討している

と聞いている。

委員E：検討会からも情報は入ってくるが、結局、詳細については、一例ずつ管轄の保
　　　　健所に聞いていくしかない。

委員A：厚労省の近畿小児結核症例検討会に入り、毎年１回大阪で会議をしている。

会議において、全国で罹患者数が50人程度となったら、全件登録のようなシ
ステムを作り、海外の渡航歴等今後どこに焦点を絞って対策を行っていくの

か議論を行っている。

委員D：現在のシステムを変えてもらうことはなかなか難しいが、小児結核の人数は
少ない。個別の性質を集約して問題点や対策を考えていく必要があるのでは
ないか。

委員A：実際に集約するならば、当該の保健所にアンケートを実施し、集計する仕方が
必要。
委員D：そのような調査をしないと、先程のように人数だけ議論していてもあまり生
産的ではない。
委員D：健康医療部の方で、集約してもらえたらありがたい。

委員F：やはり、各役所機関同士のネットワークにより、個々の症例を調べていく方法
しかないのか。
委員E：システム上、本庁では各保健所で登録されたものを見ることができない。例え
ば、政令市の事案について、政令市の方がこの場に居れば情報共有できるが、
全部を把握するためには、府が政令市に個別にお願いして情報提供いただく
形となる。
委員F：個人情報と言う部分では、なかなか提供することが難しい点がある。
委員E：個人情報を消してという形で情報提供いただくことにはなると思うが、どこま
でご協力いただけるかということになるかと思う。

（３）平成25年度府内公立学校における結核発生状況について

「府立学校児童生徒の発生状況」、
「市町村立学校における児童生徒の結核発生状況」、
「教職員の結核発生状況」について事務局から説明。
説明した児童生徒について、委員より質疑応答、意見あり。

委員D：教職員の発見方法・契機の記載方法については、工夫して欲しい。
委員A：「有症状事実により受診」とか「健康診断により発見」という書き方でお願い
したい。
４その他

府立学校における結核対策について学校保健関係者への研修などを実施しており、
引き続き対策を推進していくことを事務局から説明。
委員F：審議会の日程については、委員８名全員が出席可能な日に調整することは難し
い。委員全員が内容について共有できるということが、とても大切であるため、
事務局から欠席委員に資料や議事録概要など送付いただきたい。
委員B：開催日程については、多くの委員が出席できる日を設定してくれれば良い。ど
の会議も大切だと思うが、委員本人がその中で一番大切と思うところに出席
すれば良い。

委員F：委員については、色々な役職もついておられ、すでに会議が入っている場合も
ある。できるだけ多くの委員が出席できるように、日程調整をお願いしたい。

事務局：第３回の審議会については、例年どおり、市町村教育委員会を含めた情報共
有の場としたいが、委員の皆様いかがか。

委員：異議なし。

５　閉会　
